
神奈川県文化芸術振興条例に係る審議会意見 

（令和３年１月 25 日～２月８日第 28 回審議会資料） 

参考資料３ 

 これまでの審議会でいただいたご意見やご要望を該当する条項に当てはめて整理しまし
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
（審議会意見） 
 
・ 福祉との関係において、第１条の「共に生きる」という表現は、共生共創事業に通
じ、神奈川の独自性が現れた表現であるが、同条の「連帯感」の文言は、より今の神奈
川に合わせた文言を考えてほしい。 

 
・ ＳＤＧｓの時代の改正にあたり、「誰一人取り残さない」という包摂的な発想が文化政
策においても重要である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（審議会意見） 
 
・ ＳＤＧｓの時代の改正にあたり、「誰一人取り残さない」という包摂的な発想が文化政
策においても重要である。 

 
・ 観光、まちづくり、国際交流、福祉、教育、産業その他の各関連分野との連携をどの
ように捉え、それを「神奈川らしさ」にどのようにつなげていくのかが、ポイントにな
る。 

 
・ 今までの国際交流のように、異なった文化を知りましょうというのではなく、異なる
文化を持つ隣人とどのように共生していくか、相手の文化を理解して一緒に生きていく
神奈川ということが条例に反映されると良い。 

（目的） 
第１条  この条例は、文化芸術が人間に生きる喜びを与え、人間相互の連帯感を生み出
し、及び共に生きる社会の基盤を形成するものであることにかんがみ、文化芸術の振
興について、基本理念を定め、及び県の責務を明らかにするとともに、文化芸術の振
興に関する施策の基本となる事項を定めることにより、県民の文化芸術に関する活動
の充実及び文化資源を活用した地域づくりの推進を図り、もって真にゆとりと潤いの
実感できる心豊かな県民生活の実現及び個性豊かで活力に満ちた地域社会の発展に寄
与することを目的とする。 

 

（基本理念） 
第２条 文化芸術の振興に当たっては、文化芸術を創造し、享受することが人々の生ま
れながらの権利であることにかんがみ、県民が等しく文化芸術を鑑賞し、これに参加
し、又はこれを創造することができるような環境の整備が図られなければならない。 

２ 文化芸術の振興に当たっては、文化芸術の担い手は県民であるとの認識の下に、県
民の自主性及び創造性が尊重されなければならない。 

３ 文化芸術の振興に当たっては、文化芸術の多様性が尊重されるとともに、地域にお
いて多様な文化芸術の共存が図られるよう配慮されなければならない。 

４ 文化芸術の振興に当たっては、文化芸術に関する創造的活動(以下「創造的活動」
という。)が、県民生活に潤いを与えるとともに、地域の活性化に資するものである
ことにかんがみ、創造的活動が推進されるよう、環境の整備が図られなければならな
い。 

５ 文化芸術の振興に当たっては、地域の伝統的な文化芸術が、県民共通の貴重な財産
としてはぐくまれ、将来にわたり引き継がれるよう配慮されなければならない。 

６ 文化芸術の振興に当たっては、文化芸術が、人と人との間、地域間及び国内外の相
互理解を深める上で重要な役割を果たすものであることにかんがみ、文化芸術を介し
た交流及び文化芸術に関する情報の発信が積極的に推進されなければならない。 

７ 文化芸術の振興に当たっては、文化芸術の固有の意義と価値を尊重しつつ、観光、
まちづくり、国際交流、福祉、教育、産業その他の各関連分野における施策との有機
的な連携が図られるよう配慮されなければならない。 
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・ 様々なマイノリティや社会的に排除を受けた人たちがいるので、「など」で一括りにし
ないで、いろいろと例示した方が良い。 

 
・ 文化芸術の本質的な価値が絶対的に大事だということを、条例の中で述べてもらいた
い。 

 
・ 対象とする人については、「あらゆる」や「すべての」という言葉で表してもらいた
い。 

 
・ 芸術の自由を県民が謳歌できるようにという、そういう大きな話が入った方がいい。 
 
・ 文化権というか、文化の県民市民の一つの権利という問題について、もう少し明確に
した方がいい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（審議会意見） 
 
・ 県は、文化関係団体等が活動しやすい環境整備を考えていく、又はサポートしていく
というスタンスを明確に打ち出すことで、県の役割を意識した条例としてほしい。 

 
・ 文学館の記載を入れる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（審議会意見） 
  
・ アーツカウンシルといった機関の設置についての議論をしておく必要があり、４条関

（県の責務） 
第３条 県は、前条に定める基本理念にのっとり、文化芸術の振興に関する総合的な施
策を策定し、及び実施する責務を有する。 

２ 県は、地域における文化芸術の振興に関して、市町村が果たす役割の重要性にかん
がみ、前項の規定による施策の策定及び実施に当たっては、市町村との連携に努める
ものとする。 

３ 県は、市町村が行う文化芸術の振興に関する施策に必要な支援を行うとともに、市
町村相互の連携の確保に努めるものとする。 

４ 県は、県民、芸術家、文化芸術を支える活動を行う者（文化芸術に関する企画、制
作、研究、普及等を行う者、劇場、音楽堂、美術館、博物館、図書館その他の施設
(以下「文化施設」という。)の管理及び運営を行う者等をいう。以下同じ。）、文化芸
術に関する活動(以下「文化芸術活動」という。)を行う団体(以下「文化芸術団体」
という。)、学校、事業者その他の関係機関等と連携し、及び協働することにより、
文化芸術の振興に関する施策の効果的な推進に努めるものとする。 

 

（文化芸術振興計画の策定） 
第４条 知事は、文化芸術の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、
文化芸術の振興に関する基本的な計画（以下「文化芸術振興計画」という。）を定め
なければならない。 

２ 文化芸術振興計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。 
 (1) 文化芸術の振興に関する総合的かつ長期的な目標及び施策の方向 
(2) 前号に掲げるもののほか、文化芸術の振興に関する施策を総合的かつ計画的に推

進するために必要な事項 
３ 知事は、文化芸術振興計画を定めるに当たっては、神奈川県文化芸術振興審議会の
意見を聴かなければならない。 

４ 知事は、文化芸術振興計画を定めたときは、遅滞なくこれを公表するものとする。 
５ 前２項の規定は、文化芸術振興計画の変更について準用する。 
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係では載せておきたいと思う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（審議会意見） 
 
・ 法第12条に規定されている囲碁・将棋などの国民娯楽、ｅスポーツなどについて、検
討が必要だ。 

 
・ 法第12条に「国民娯楽（囲碁、将棋その他の国民的娯楽をいう。）並びに出版物及びレ
コード等の普及」と規定されているが、条例には規定がないため、入れた方が良い。 

 
・ 民俗芸能、生活に係る文化、国際交流、共生共創の視点が重要になる。 
 
・ 文化芸術の分野の例示について、分野の例示はしない方が、様々な文化系芸術の新し
い表現に対応できてよいのではないか。例示するのであれば、例示されなかったものが
排除されないような書き方の工夫が必要である。 

 
・ 文化芸術のジャンルを明確にし、そのうえで重点化を図るものについて、神奈川の特
質を出してもらいたい。 

 
・ 条例改定に向けて、条例として文化芸術分野を全部記載するのではなく、一部とする
ことで、神奈川らしさを出してもらいたい。 

 
・ 保存資料等について、この伝統という言葉の中でカバーできるのかということが課題
になる。 

 
・ 新しい時代に応じた、未知のジャンルについてきちんと取り組んでいくという姿勢み
たいなものを明記しておくということが必要だと思う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（審議会意見） 
  
 なし 
 
 

（文化芸術の振興） 
第５条 県は、文学、音楽、美術、写真、演劇、舞踊、メディア芸術(映画、コンピュ
ータその他の電子機器等を利用した芸術等をいう。)その他の芸術及び芸能の振興を
図るため、これらの公演、展示、上映等への支援その他の必要な施策を講ずるよう努
めるものとする。 

２ 県は、茶道、華道、書道その他の生活に係る文化の普及を図るため、これらに関す
る活動への支援その他の必要な施策を講ずるよう努めるものとする。 

３ 県は、先人から受け継がれてきた伝統的な芸能、地域の自然、歴史及び風土により
はぐくまれてきた有形及び無形の文化財その他の伝統的な文化芸術が、将来にわたっ
て適切に保存され、継承され、又は活用されるよう、必要な施策を講ずるよう努める
ものとする。 

 

（県民の文化芸術活動の充実） 
第６条 県は、県民の文化芸術に対する関心及び理解を深めるため、普及啓発その他の
必要な施策を講ずるよう努めるものとする。 

２ 県は、県民が文化芸術を鑑賞する機会の充実を図るとともに、県民自らが文化芸術
活動を行うための機会及び情報の提供に努めるものとする。 
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（審議会意見） 
  
 なし 
 
 
 
 
 
 
 
（審議会意見） 
  
 なし 
 
 
 
 
 
 
 
 
（審議会意見） 
 
・ 若者と子どもたちが当事者意識を持って、文化芸術の共生とその後に関わっていける
かという文言として入れてほしい。 

 
 
 
 
 
 
 
（審議会意見） 
  
 なし 
 
 
 
 
 
 
 
 
（審議会意見） 
  
・ 民俗芸能、生活に係る文化、国際交流、共生共創の視点が重要になる。 
 
・ 共生共創事業という神奈川の一つのプログラムなどは、全国の中でも先進的な、テー

（芸術家等の育成等に関する支援等） 
第７条 県は、芸術家及び文化芸術を支える活動を行う者（以下「芸術家等」とい
う。）による創造的活動等が潤いのある県民生活の実現に欠くことのできないもので
あることにかんがみ、芸術家等の育成、創作のための環境の整備、創造的活動の成果
を発表する機会の確保に関する支援その他の必要な施策を講ずるよう努めるものとす
る。 

 

（文化芸術団体の育成等） 
第８条 県は、文化芸術団体が文化芸術の振興に果たす役割の重要性にかんがみ、文化
芸術団体の育成、文化芸術団体への支援その他の必要な施策を講ずるよう努めるもの
とする。 

 

（子どもの文化芸術活動の充実） 
第９条 県は、次代の社会を担う子どもが、豊かな人間性及び創造性をはぐくむことが
できるよう、優れた文化芸術を体験し、及びこれを創造する機会の提供その他の必要
な施策を講ずるよう努めるものとする。 

 

（学校教育における文化芸術活動の充実） 
第10条 県は、学校教育における文化芸術活動の充実を図るため、文化芸術に関する体
験学習等文化芸術に関する教育の充実、芸術家等及び文化芸術団体による文化芸術活
動に対する協力への支援その他の必要な施策を講ずるよう努めるものとする。 

 

（高齢者、障害者等の文化芸術活動の充実） 
第11条 県は、高齢者、障害者等が行う文化芸術活動の充実を図るため、これらの者が
文化芸術に親しみ、自主的に文化芸術活動を楽しむための環境の整備その他の必要な
施策を講ずるよう努めるものとする。 
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マを掲げた取組になるので、上手い形で進行していく方策を取ってもらいたい。 
 
・ いわゆるダイバーシティをもう少し明確に打ち出した方がいいのではと思う。 
 
 
 
 
 
 
 
（審議会意見） 
  
・ 民俗芸能、生活に係る文化、国際交流、共生共創の視点が重要になる。 
 
・ 今までの国際交流のように、異なった文化を知りましょうというのではなく、異なる
文化を持つ隣人とどのように共生していくか、相手の文化を理解して一緒に生きていく
神奈川ということが条例に反映されると良い。 

 
・ 外国籍の県民の方との多文化理解というようなことも、今後は含まれなくてはいけな
いのではないかと思う。 

 
 
 
 
 
 
 
（審議会意見） 
  
 なし 
 
 
 
 
 
 
 
 
（審議会意見） 
  
 なし 
 
 
 
 
 
 
（審議会意見） 
  
・ 景観の形成について、良い景観があるというのは、良い文化がたくさんあるからなの
で、多様な文化が美しい景観を作るという記載を考えてもらいたい。 

 
 
 
 
 
 

（文化芸術に関する交流の推進） 
第12条 県は、文化芸術に関する地域間の交流及び国際交流の推進に努めるものとす
る。 

 
 

（創造的活動等の推進） 
第13条 県は、地域の魅力を高め、県民生活に潤いをもたらす創造的活動及びこれを国
内外に発信する活動が推進されるための環境の整備その他の必要な施策を講ずるよう
努めるものとする。 

 
 

（文化資源の活用） 
第14条 県は、地域における文化資源(多様な分野において活用される文化的な価値を
有する資源をいう。)を活用した観光の振興その他の地域の活性化を図るため、当該
文化資源に関する情報の収集及び発信その他の必要な施策を講ずるよう努めるものと
する。 

 
 

（景観の形成） 
第15条 県は、美しく風格のある景観が文化の基盤をなすことにかんがみ、良好な自然
景観及び歴史的景観並びに調和のとれた都市景観の形成に努めるものとする。 
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（審議会意見）  
  
・ 県文化課が所管する５施設をもっと強調しても良いかもしれない。そのような、神奈
川ならではの視点をもっと入れてもらえれば良い。 

 
・ ローカルの社会と文化施設がどのよう結びついていくかということが大きな課題であ
る。 

 
・ アクセスに関する充実というものが、この条文の中にもし加えられるようであれば、
よりよい。 

 
・ 施設だけではなく、そこで働く人材、スタッフについても何らかの形で条例に明記し
た方がいい。 

 
 
 
 
 
 
（審議会意見） 
・ いわゆる情報通信技術の活用の部分かと思っていたのだが、アーカイブ事業につい
て、もう少し条例の中で明確に位置付けてもいいのではないかと思った。 

 
・ 新しい通信技術を使った発信も出てきているので、今後の芸術創造のクリエイティブ
なところでの通信技術に関する注目も欲しいと思った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（審議会意見） 
 
・ 地域で様々なアートプロジェクトが行われており、アートプロジェクトを支える活動
を行っている人がたくさんいるので、地域のアートプロジェクトについても念頭に入れ
てもらいたい。 

 
・ 県は、文化関係団体等が活動しやすい環境整備を考えていく、又はサポートしていく
というスタンスを明確に打ち出すことで、県の役割を意識した条例としてほしい。 

（文化施設の充実等） 
第16条 県は、県民の文化芸術活動の場の充実を図るため、文化施設の充実及び学校施
設その他公共的施設の活用が図られるよう、必要な施策を講ずるよう努めるものとす
る。 

２ 県は、自らの設置等に係る文化施設を地域の文化芸術活動の拠点とし、当該文化施
設の文化芸術の鑑賞、活動及び交流の場としての機能の充実を図るとともに、その特
色を生かした文化芸術に関する人材の育成、教育、普及啓発等を積極的に推進するよ
う努めるものとする。 

３ 県は、自らの設置等に係る文化施設の機能を最大限に発揮させるため、当該文化施
設の運営についての適切な検証の実施の確保に努めるものとする。 

 
 

（情報通信技術の活用） 
第17条 県は、文化芸術に関する情報の収集及び発信、作品等の記録及び保存等に当た
り、情報通信技術の活用に努めるものとする。 

２ 県は、自らの設置等に係る文化施設を地域の文化芸術活動の拠点とし、当該文化施
設の文化芸術の鑑賞、活動及び交流の場としての機能の充実を図るとともに、その特
色を生かした文化芸術に関する人材の育成、教育、普及啓発等を積極的に推進するよ
う努めるものとする。 

３ 県は、自らの設置等に係る文化施設の機能を最大限に発揮させるため、当該文化施
設の運営についての適切な検証の実施の確保に努めるものとする。 

 
 

（文化芸術活動に対する支援の促進） 
第18条 県は、文化芸術活動に対する個人、事業者等からの寄附その他の支援が活発に
行われるよう、当該支援に関する普及啓発、情報提供等に努めるものとする。 

２ 県は、自らの設置等に係る文化施設を地域の文化芸術活動の拠点とし、当該文化施
設の文化芸術の鑑賞、活動及び交流の場としての機能の充実を図るとともに、その特
色を生かした文化芸術に関する人材の育成、教育、普及啓発等を積極的に推進するよ
う努めるものとする。 

３ 県は、自らの設置等に係る文化施設の機能を最大限に発揮させるため、当該文化施
設の運営についての適切な検証の実施の確保に努めるものとする。 
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（審議会意見） 
  
 なし 

 

 

 

 
（審議会意見） 
  
 なし 

 

 
（その他審議会意見） 

・ 神奈川発の地域文化行政（文化行政というものは、単なる文化芸術の振興だけでなく、

広い意味ではまちづくり、くらしづくりである。）というものの原点を、何らかの形で条

例に追加したい。 

・ バランスをとるために総花的にならざるを得ない部分はあるかもしれないが、「神奈川

県らしさ」を失ってほしくない。 

・ 文言の最後の部分について、必ず行うという方向性を持った言葉を使うようにしてもら

いたい。 

・ 今日的な課題に関しては計画に明確に記載することとし、条例では計画の柱となる環

境・土台を用意した方がよい。 

・ 表現の自由にどのようなに向き合っていくのかということも打ち出しても良いと思う。 

・ 今後あれもこれも付け加えていくと、細かくなりすぎて活動がしづらくなるのではと思

い、その点がむしろ心配だ。 

 

（財政上の措置） 
第20条 県は、文化芸術の振興に関する施策を推進するために必要な財政上の措置を講
ずるよう努めるものとする。 

 

（顕彰） 
第19条 県は、文化芸術活動で顕著な成果を収めた者及び文化芸術の振興に寄与した者
の顕彰に努めるものとする。 


